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ＩＤＦファクトシート２０１９年４月 

飼料への人工香料添加－エチルバニリンの飼料から生乳への移行可能性 
 

飼料フレーバーを家畜生産において使用する目的 

 飼料フレーバー（アロマ、甘味料、味覚向上剤、食欲刺激材、嗜好性物質、誘引物

質とも呼ばれる）の機能的な目的は、動物の感覚を刺激して、感覚反応を誘発するこ

とにより、飼料への欲求を高め、最終的に飼料摂取量とパフォーマンスを向上させる

ことである。 

糖蜜のような天然に得られる素材はよく知られており使用されているが、このカテ

ゴリーの飼料香味物質は、それ自身がニッチ市場を形成している。「バニラ」プロファ

イルは、場合によってはエチルバニリンによる風味組成物が飼料および他の飼料添加

物として、牛 [1] に好まれるフレーバーの一つとして使用される [2、3、4]。 

よって、飼料にフレーバーを使用すると乾物摂取量が増加することで、体重が増加

する可能性がある。しかし、乳量に大きな影響はない [5、6]。 

 

乳牛用に例えばエチルバニリンを飼料フレーバーとして使用する場合の影響について  

 ヒトを含む哺乳類の数種 [7] では、いくつかの疎水性化合物のフレーバーが、乳に移

行することが明らかにされている。反芻動物については、検出可能な量の揮発性化合

物が飼料から乳に移行する [8]。 

 

牛乳や乳製品に対して、懸念されることは？ 

 牛乳は、乳児用調製乳と調製補完食品（他のミルク・ベースのベビーフードだけで

なく）の製造に使われる主要な原料である。 

 エチルバニリンを含む香料物質の添加は、コーデックス規格 72-1981 および世界全

域のほとんどの法令で定められているように、乳児用調製乳および特殊医療を目的と

した乳児（12 ヶ月齢未満）用調製乳では認可されていない。乳児用調製乳でこのよう

な物質が検出された場合、たとえそれらに香り付け効果が残っていなくても、遵守違

反となり、これを受けて市場から回収される可能性がある。 

 エチルバニリンを含む香料物質の乳児（6 ヶ月齢以上）用調製補完食品への添加は、

現在コーデックス諸条項で認可されており、100 ml の調合済み製品当たり 5 mg までに

制限されている（コーデックス規格 156-1987）。 

エチルバニリンは小児用シリアルおよび離乳食では認可されており（コーデックス

規格 73-1981、コーデックス規格 74-1981）、100 g の調合済み製品当たり 7 mg までに
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制限されているが、本規則はすべての国に等しく適用されるものではない。 

 ヨーロッパにおいては、EU 加盟国では、EU 域内で定める一般的な原則に対して、

乳児や小児用の製品で使われる香味料にはより厳しい国内基準を設けることが許され

ている。しかし、いずれの EU 加盟国も法律文書での禁止はしていない。EU 非加盟国

のノルウェーとスイスのみ、国家法律で香味料の幼児向け製品への添加禁止を確認し

た。中国（GB 2760-2014）では、調製補完食品ではエチルバニリンの使用は許可され

ているが、小児用シリアルや離乳食では許可されていない。 

乳児および小児用食品で許可された場合、もし添加物として示されていなければ、最

終製品から、エチルバニリンが検出されると表示違反になるであろう。 

 

要約 

入手可能な出版物からは、飼料へのエチルバニリンの使用は、乳生産のために利点が

無いようである。さらに、エチルバニリン、またはその残留物が乳業において、特に

乳児用調製乳用および特殊医療を目的とした製品について、コンプライアンスの問題

を引き起こす可能性がある。牛乳への香りの移行のパターンが、乳汁の他の風味と似

ているため、飼料中のいかなる人工香料の使用もコンプライアンスの問題を誘発する

可能性がある。 
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翻訳：ＪＩＤＦ酪農専門部会（横山 剛史 委員） 

 

編者注：仮訳の正確性、完全性、有用性等についてはいかなる保証をするものではありません。参

考資料として扱い、内容に疑義が生じた場合は英文の原文をご確認ください。 


